


 

 

      

 

 

 

 

 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み中の中学生、高校生を対象とした、夏のボランティア

体験「このゆびとまれっ！」が終了しました。 

こどもたちが、学校の先生や家族以外の「おとな」と関わり、

多様な市民活動を認識する機会となったことを期待します。 

各担当スタッフのコメントと写真で報告いたします。 

（参加中高生 27名 活動のべ 46回） 
 
● 子育てほっとサロン「大和たんぽぽの会」 

子育て中の保護者がほっとできる

居場所、親子がゆったり…温かいお

茶が飲めて、持参の食事もできる。

育児相談も気軽にできる「大和たん

ぽぽの会」。今回は高校 3年生 4名

が参加しました。オリエンティーション

で読んだ心得記述も、実際の体験を

通して活かされた様子でした。短時

間での交流でしたが「子どもの笑顔」、

「仲間同士の信頼関係」などを体験。

高校生の気付きにも感心しました。 

● NPO法人WE21 ジャパン大和 

５人が参加しました。中学生女 

子２名、中学生男子２名、高校 

生女子 1名。学校の所在地は、 

都内２校、 横浜市１校、市内２ 

校と多様でした。 

和やかな雰囲気の中にもテキ 

パキとした指導の下､普段体験 

できないリユース、チャリティーショップでの活

動は楽しそうでした。商品を見ているだけでも面

白くて「手に持って見るのはいいけど、落としち

ゃだめよ♪」に緊張気味だった中学生も思わず

ニッコリ… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
●大和市芸術文化振興協会 

ウィーンホールに大勢の人たちがうちわ作りに来ました。  

イベントの開催前に、１０人のボランティア中高生たちは講師の

小林さんからうちわ作りのレクチャーを受けました。その後、イベ

ント参加の人たちに作り方などをお手伝い。皆さんそれぞれ個性

あふれるうちわが完成しました。 

 

 

 

 

 

 

● デイサービスハッピー鶴間 

12人の中高生が、のべ 27回のボランティア活動をしました。 

内容は一緒に口腔体操、ランチの下膳、ランチョンマットの消毒

やトランプなどのレクリエーション。 

高校生と同じ名前の利用者さんが 2 人いて、利用日によって

ダブル○藤、トリプル○藤と親しみを込めて呼ばれたり、利用者さ

んも中・高生も女性ばかりの時は、まるで女子会の様に話が盛り

上がっていました。 

利用者さんにとっては孫世代、中高生にとってはおじいちゃ

ん・おばあちゃん。１回活動した後に、「またボランティアに来たい」

との申し出が何人もいて、「楽しい～」が伝わって来ました♪。 

 

 

 

 

 

第１０４回 共育セミナー（開催レポート） 

痛みってなんだろう 痛みを知れば社会も人も変わる 
 

江原 弘之さん（NPO 法人ペイン・ヘルスケア・ネットワーク代表理事 

        いたみ専門医療者/理学療法士/公認心理士） 

 

８月の展示コーナー 市民交流スペース内の「展示コーナー」では、個人・団体の活動の紹介や作品展を行うことが 

できます。  申込み方法については、大和市民活動センターまでお問い合わせください。 

共育ボードより ☆ 細かく、ていねいで迫力も、美しさもある。いろいろな表現ができるのですね。すばらしいです ☆ 美しい作品が多く楽しみま

した。細やかな刀の使い方すばらしい！ ☆ じょうずだと思った ☆ 「白馬の森」というさくひんが切り絵のぶぶんがとてもこまかくてすごいな」と

思いました。「私もこんなにつくれたらいいのに」と思いました ☆ ダンボの体がキラキラしてすごいし、ダンボの後ろのにじがきれいでめのまえで

みているみたいですてきだと思いました。「すばらしい!!」の一言です。感動いたしました ☆ どの作品も丁寧に取り組んだことが伝わってきます。

「みんな違ってみんないいです」☆ ステキです！ありがとうございました☆ すてきな切り絵ありがとう。２度も来ました。友人の好評はバイクでし

た。☆ どの作品も素晴らしい。どんなふうに作るのかと思いながら拝見いたしました。とても時間がかかるのでしょう。感動です。ありがとうござ

いました ☆ すばらしい切り絵が～ ☆ どんなふうにやるのかふしぎで何でこんなことができるのか知りたいです ☆ とらの作品がカッコイイ!!  ☆ はく

力のある絵ステキでした!!ニコッ!! ☆ 虎の迫力、ねぶたの熱気、風景の情緒どれもステキです ☆ Fantastic! What a beautiful drawing cutting paper. ☆ 

お仲間になりたいなー。すてき ☆ いったいどうやって作ったんだ…と思いました。私もやってみたいです。特に雨上がりがステキです。☆ 切り絵と

は思えないぐらいじょうずでした ☆耳のダンボの耳が、さくらのがらになっていて、きれいです。どうしたら、こんなにできるのかな?!と思いました 

☆ カラフルで迫力があって、切り絵の印象が変わりました。どの作品も見応えがあって、見飽きません。すばらしい。☆  見事です！素晴らしい 

です！うらやましい～人生楽しくなりますね！             

－２－ 

 

夏のボランティア体験 このゆびとまれっ！ 
中学生・高校生が４つの団体に出向いてボランティア活動を体験しました 

－３－ 

 

８月１５日（火）の共育セミナーは、NPO法人ペイン・ヘルスケア・ネットワーク代表理事の江原弘之さんを講師にお 

迎えして、悩み苦しみ、あるいはそのメカニズムに関心を持たれているだろう「痛み」をテーマに開催いたしました。この日は、 

旧盆中、そして平日の午後にもかかわらず、スタッフを含めて２５名が江原さんのお話に耳を傾けました。 

セミナーは、江原さんご自身が中学生のころから悩まされてきた腰痛お話から始まりましたが、その中で印象に残ったのは、

①腰痛で、サッカー部の活動を休める。②通っている治療院の院長に言われたことをやっていれば必ずよくなるはず。③でも、こ

れを続けていて必ずよくなるのかな。④気持ちいいから通院自体は悪くない。というサイクルのお話でした。腰痛、痛みの原因が

分からず、「腰痛とは不治の病である」との達観というか、自分を納得させていたということでしたが、２００５年に理学療法士にな

られ、ひとの動きや姿勢について学ばれる中で、治らない腰痛にも原因があると気付き、１５年続いたご自身の腰痛に終止符が

打たれたというお話は、原因不明の痛みに苦しむ人たちに希望をもたらすものでした。自分の痛みの改善を人任せにするのでは

なく、自分ごととして向き合い、改善策を探る、自分で専門家を探すことの大切さを再確認するとともに、「痛みを受入れ、そのう

えでいかにポジティブに生活するか」ということが重要であることも、フロアーからの発言で気付かされました。 

江原さんは、参加者それぞれに、「痛み」と聞いて、どう感じるか、どんなイメージを持っているかをセミナーのはじめ、中盤、最

後と３回に渡って、書き出す作業をお願いしました。講義及び会場参加者からの発言とそれに対する江原さんからのアドバイス、

コメントによって、参加した皆さんの「痛み」への感じ方、考え方が変わっていっただろうことは大変興味深いことでした。 

江原さんによると「慢性疼痛」の代表格は「腰痛」で、腰痛の原因としては、「非特異的腰痛（原因がない腰痛）」は９３％という

ことでしたが、このうち、本当に原因がわからないものは２２％ぐらいになってきたということでした。

（MRIによる診断ができるようになったことが大きいそう） 

痛みに悩み、苦しむ人が「痛みを知り、正しい知識を持って行動し、痛みを客観的にみる。痛みを

コントロールできる」ようになることが大切ということを学びました。江原さん、ありがとうございました。 

やまと フォトレポート 阿波おどりの路上演舞が４年ぶりに開催!! 
第４７回神奈川大和阿波おどりが、大和駅周辺の商店街で行われ（7/29,30）、沿道の市民から「お帰り!!」の声もかかり 
蒸し暑い夜でしたが、楽しみに待っていた人たちの熱気と歓声に包まれました。 

アンケートから ●老人ホームで１０年勤務したが、いつもからだが

痛いという人が多い中で、少し陽に当たりましょうと外に１０～１５分

行くだけで明るくなり痛くないという不思議。でも、こういうことなんで

すね。●いろいろな人たちの話を聞くことができてよかった。前向き

に生活することの大切さを知る ●このＮＰＯの活動に賛同しまし

た。苦しんでいる人々が多くいることを考えると法案（慢性の痛み対

策基本法）制定まで頑張ってほしい ●痛みの捉え方が少しわかっ

たように思います ●NPOの伴走者も増えていくことを祈っています      

●NPOの先生が心をひとつにして頑張ってください 

 
イラスト：望月 則男 文責：船越 英一 


